
 

 

 

 

 

感じる心を大切に 
校長 田中伊礎子 

  詩人の谷川俊太郎さんが 11月 13日に 92歳で亡くなりました。谷川さんの詩や文章は国語の教科

書でも多く取り上げられていて,日本で最も有名な詩人といえるかもしれません。1年生は中学校に入って

最初に学習したのが「朝のリレー」という谷川さんの詩でした。おそらく保護者の方々も中学生の頃に学習

した記憶があるのではないかと思います。小学校の教科書にも言葉あそびの教材として取り上げられてい

たり,『スイミー』を訳したのも谷川さんです。 

 谷川さんの詩の中でも「生きる」という詩は群読や劇,合

唱曲にもなっています。50年以上前の 1971年に作られた

この詩ですが,つい 7年前に絵本になるなど,形を変えて多

くの人の心に響き続けています。右の詩は冒頭部分ですが,

このあとにも日常のちょっとした感情や行動がつらつらと続

いています。難しいことではなく「生きる」ってそういうことだな

とか,生きるってことは人と人がつながっているということだな

と納得する詩だなと改めて思いました。ぜひ,詩の全文を読んでみてください。 

 10月には,ゆうれいの絵が印象的な絵本『ねないこだれだ』の作者で

あるせなけいこさんが 92歳で,青と赤のつなぎと帽子がトレードマーク

のふたごの野ネズミが主人公の『ぐりとぐら』や小学校の教科書に載っ

ている『くじらぐも』を書いた中川李枝子さんが 89歳で亡くなりました。 

『くじらぐも』は私も小学 1年生で学習した記憶があり,空に浮かぶ白い 

雲にみんなで声をそろえて飛び乗るわくわくした気持ちを今でも覚えてい

るくらいです。50年前の子どもと今の子どもが同じ本を読んでいるというの

は,急速に社会が変わっていく現在の社会の中で,なんとなくほっとする気がします。 

詩や文章を読んで,「いいなあ」とか「好きだなあ」とか「はっとした」とか,心を揺さぶられることは,心豊

かに生きていくことにつながります。特に子供の頃に感じたポジティブな感情は大人になってからの生活に

も影響を与えています。中学生のみずみずしい感覚で,本を読んだり,音楽に触れたり,自然と触れ合ったり

することで,たくさんのことを感じてほしいと思います。谷川さんの詩集や中

川さんの本もこの機会に読んでみませんか。 

 

 

 

 
【牧中ブログ】 

        牧之原中学校 学校だより 

令和 6 年 11 月号          
【牧中ブログ】 

生きているということ 

いま生きているということ 

それはのどがかわくということ 

木漏れ日がまぶしいということ 

ふっと或るメロディを思い出すということ 

くしゃみをすること 

あなたと手をつなぐこと 

学校ホームページのトップページから,牧之原中図書館の蔵書

検索ができるようになっています。ぜひ利用してください。 

谷川俊太郎さんの本は 9冊ヒットしました。 

【昼休み・中庭での読み聞かせ】 



 

力強く 共に夢に向かって 駆け上がる牧中生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  新生徒会本部役員が決まりました。 さらによりよい
牧之原中学校にしていくため，今後の新生徒会の活躍 
を期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生徒会始動 ～生徒総会引継ぎ 11/８(金)～ 

○ 12月 ３日（火） 1・２年授業参観・学級 PTA 

○ 12月 ４～１０日  人権週間（標語作り） 

○ 12月 ８日（日） PTA美化作業 
○ 12月１１日（水） 歳末助け合い募金 生徒会 

○ 12月１４日（土） 土曜授業・門松作り 
○ 12月１５日（日） 家庭の日 
○ 12月１8日（水） 命の教育の日 
○ 12月２１日（土） 青少年育成の日 
○ 12月 2４日（火） 終業式 大掃除                

 

 

  上記スローガンの下，文化祭は個性と笑顔あふれるものとなりました。 
音楽科の合唱，国語科のビブリオバトル，英語科のスピーチ，１年劇（職 
業調べ）、２年劇（平和学習）、３年劇（進路へのメッセージ）。また、展示 
も生徒一人一人が工夫した作品が多かったです。それぞれで達成感を 
味わえ，今後の学校生活に活かされることを期待しています。 
～実行委員長より～ 〇スローガンの通り，最高の思い出になる文化祭でした。限られた時間を大切にして，練
習してきたことが発揮できたと思います。来年は今年を超える文化祭にしてほしいです。（ ３年 濱田 桃花 ） 

 

 

 

 

一心一意 ～笑顔あふれる最高の思い出を～ 第 64 回文化祭 11/1(金)   

1 年生「お仕事探しはインダード」 2 年生 「時を超えた出会い」 3 年生「 One Step 」 

ふふふふ 

 いのちを大切にする週間で，様々な行事がありました。 

〇人権教室（ネット・スマホ安全全教室）では，ドコモの

谷口さん（リモート），霧島人権擁 

護委員の永田さんより，SNS との 

向き合い方，一人一人の大切さを 

学びました。 

〇2年生では，がんサポートかごしまスタッフの三好さ 

                   んより，がんと向き合う方の心 

                   情，いのちの大切さを学びまし      

                   た。～ 感想～  悩んだときは 

                   助けを求めながらも，いろんな 

                   人から相談される人間になりた

いとも思いました。 ( ２年 中園彩心） 

〇3年生は，学校薬剤師の山形さんより 

血液に関する講話がありました。献血の 

大切さ，血液に関する知識を学びました。 

いのちを大切にする週間！ 

 11/９（土）伝統のロードレース大会が開催されま

した。生徒は，それぞれのペースで走りました。保護

者の安全指導の御協力，温かい応援ありがとうござ

いました。  ～感想～  〇練習の成果が出て，とても

うれしかったです。この体験をいかしてこれからも頑

張りたいです。（3年下片野杜和）   〇少し緊張して

いましたが，友達と「頑張ろうね！」と声かけをしてか

ら走られたので楽しかったです。（2年石塚愛佳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会長 田村日生 環境部長 谷村初美

久木田愛心 副部長 砂田浬穏

福留由萌 保体部長 留森　雫

学習部長 濵田珠鈴 副部長 鍛冶屋奏空

副部長 宮路陽愛子 文化部長 上別府真菜

副部長 古園まりあ

副会長

(会計・書

爽快感を味わう！ ～ 持久走大会 ～ 

12月の主な行事（予定） 

 

男子 名前

1位 下片野杜和

2位 下片野快成

3位 潮田敬斗

女子 名前

1位 石塚愛佳

2位 留森　雫

3位 鍛冶屋蒼空


